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総数：25名（京臨技会員：18名）
岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院検査部）

以下、講演内容など

通常報告

今回は、生化学検査でも後回しになりがちな、試薬の成り立ち、分析装置の構造、キャリブレーション、
分析方法の基礎的な内容をお話しいただきました。生化学の分析方法にはRATE法とEND法があるこ
とや、それぞれの反応タイムコースの違い、2波長測光の利点など、日ごろの業務にすぐに役立ちそう
な情報が盛りだくさんで、講演終了後は参加者同士の活発な討議が行われました。今後、異常データ
が発生した時の対応にも活かせる充実した講演でした。

小花　裕二　氏（シノテスト株式会社生化学ユニットテクニカルソリューションチーム

研究講習事業報告

臨床化学免疫血清研修会（web研修会）【事前申込制】
令和4年7月26日（火）　１８：３０～２０：００
web開催
今から始める生化学自動分析・今さら聞けない生化学自動分析


